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濟
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る
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れ
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あ
る

i
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^
ば
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國
論
が
ス
ミ
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全
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な
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た
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に
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で
余
は
邶
の
柄
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の
成
る
部
分
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觸
行
し
た
う
少
な

< 

i
も
治
安

•財
務
、及
兵
事
に
關
す

o;
こ
士
は
履
行
し
た

®

办
で
あ
る
、が
、後 

K

a

i

:所
は
余
が
畏
や
考
案
し

.て
居
っ

-た
法
理
學
說
で
め
る
、ご
れ
は
余
今
年
走
ひ
て
、此
の

大

事
業

..を
滿

M

■に
成
功
し
得

‘
る
や
否
覺

*

な
き
も
、而
か

.も
猶
當
初
の
計
畫

(
<
^
%ロ>
を
放
棄
：し
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い
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腺

6

努
.カ
芯
て
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務
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'
.る
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爾
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な
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る
。；：
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論

の
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に
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問
題
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純
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た
る
經

.濟

,H
0

間
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過
ぎ
ダ
る
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も
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勿
論
な
る
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ミ
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峙
の
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幃
政
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篩
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も
之
れ
ネ
た
か
ら

i
v云
つ

. 

て
も
，偶
然
成
何
等
か

Q

刺

»

に

ょ

ぅ

一

一

年H

年
の
後
に
、立
派
び
大

.

.經：
_濟
學
者

_士
な

K
7得
.ら
れ

ざ

る

一

理.-
S

は
.

な

か

る

：
、ベ

く*

又
；
パ
.
，ブ

シ

は

ス
 

> 

ス

が

モ

，

ツ

ス

ド

で

あ

.つ

て

エ

コ

ノ

ミ

ス

ト

で

'«
な
か
：つ

ft
4

云
；ふ

.
こ，

を：
.頻
：り
：に
高
調
し
掉
る

も
、
乇
.
.
.
ラ
レ
リ
ス
ト
，
■ふ

工

コ

ノ
>•
,、
ス
ト
” 
i

は

親 

子

兄

弟
©■

間

柄
ょ
.り
、猶
' 

一' 
層

親

密

で
.' あ

つ

て

、モ

ラ
ク

ス

ト
が

ヰ

ロ 

ノ
. '
■

、、
ス

トに
早

變

り

し

得 

ら
る
：
、

は
.寧

ろ

ま

當

の

順

序

で
あ

る
、の
み

な

ら

ず
' 
ス
，

ミ
' 
ス
，
時

：
麻

に

：
：
於

.

^
は
；®

濟

學

«

政
歡
治
學： 

i

同

じ

ぐ

M
o

r
a

l

 

P
H

l
o

ぶp
h

y

な
.
る

範

圍

の

廣

き
*

'

科
.
の
'中
(:
^

:綜
：合

せ
背
ら
：れ
、
. ®

に

富

國

：論
-否
少 

な

ぐ
i

も
.

其

の

重
.栗
な
る
：

大

部

分

U

、彼

が
佛
：國

鱗

遊

前

；：に
‘公
に
ぃ
し
^

る
；M

o
r

a
b

 

S
e

n
t

i
m

e
n

*
s

や
、
 

其
の
死
際
：ま
で
孝

奪

稿
と

な

つ

て
.居
つ
な

J
u
r
i
s
p
r
u
d
e
n
c
e

に
：關

す

る

著

作

な

で

、
與

(;
綜
合
し 

K
1
'
.

つ
.

の
：：大
な
•
る
1偷

理

哲

：學

を

大
.成

す

る
.職

で

あ

つ

，
た

こ

と

は

、彼
：.自

ら

明

言

：：し
：居
：
る
羅
り
の 

次

第

：な
れ
ば
、
パ
ー
グ
ン
ー
が
.言
‘
へ
.る
：如

、

モ

ラ
？

.ス

ト
4

し

て
0

ス
ミ
スE

が
、
エ：
コ
ノ

ミ
ス

ト

i

し 

て
.
の
ス
.ミ

ス

に

變

街

る

迄

に

；は
：、彼
の
：；思
：想
上
：に
；：幾

多

の

發

：達L

變

_

を
：耍

し

た
-
で

あ

ら

ぅ

な「

r 

云

ふ

様
な

お

つ

ぐ

ふ

，な

こ

i
、で

.«
か

つ

た

,」

へi

は

推

測
,に
.
»

斯

ら
な

：

い
一の
.
^
あ

る
o

故

(;
此 

の

點
'

「

に
：
於

け.
る

パ
’テ
、ン:

の
'說
：
明
'

は
：：

論

據

尚

に

：
.雜
.弱
へ
に
し.
て

、
ス
，
ミ
，
ス

;■
:
'
の
：
讀

國

.

Ir
^
:フィ■ズィォ 

ク，
ラ
：：：

ッ

ト

の

'
學

說：

に
：
負

：
ふ
一
所
多
大
.な
り

i
:云
：
ふ
_:興
 

い
占
思
ポ
る

:0 

;;
:
加
之
な
ら
ず
：パ

:
グ

^
は
"ス

ミ
ス
，の

'^
想
が
根
本
的
に
フ
ィ
ズ

.
4

方クラット

Q

說
々
與
■つ 

て
：居

'る
こ
士
を
立
，！S

「

せ
ん
が
爲
め
に

：『

英
國

0

壬
ラ

y

ス
ト(

；7;
グ
ィ
.
ッー
'ト
、ヒ」

、ク

A
'
.等，を
：
.指
；す) 

第
二
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卷
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'第
-:T

*
^

'

(

ユハ.九
A〕

..ケネ
、
.
.
W
.
.
K 

ダ
么
-
•
.
ス：、、：
.
.ス.. 

..

咨
>

^

i

は
-
A
:間
"の
天
性
、に

®

す
る

.素

.因

f

K
調
し
、彼

#

が
馮
の
興

11
1

の
.環

魔

：
に
パM

M

w
li
す

ベ
.し
，
i 

人
.る，

說
I

は

ザ

に
-K
對

し

で

居

づ

た

：
の
.で
%

る、
七ユゥムは皆皆段

characters、

i 
_
す 

る

.論

文
中

('
-

«

&

.界

0
諸
因
；は
人
間
の
精
刺
上
；

^
哄
徵
す

^
;き
作
用
：，
^

爲
..す
も
の
に

」

あ
ら
^」 

と

^
.つ
.て
居
る
が
彼
は

'?
£

來

A
間
.
の
：氣

«(
.が
.遂
.氣
、食
物
、氣
：候
等
に
麥
有
せ

^

る
、
も
の

j
i.は 

決
し
：で
考
へ
て
居
な
か
つ
た
へ
の
み
な
ら
中
、尙
疴
進

.ん
，で
群
々

^

此

，
の

地

球

を

踏

み

超

へ

、
人

間

，
の 

歷
&
-を

ff
i

が
へ
し
拇
て
も
、天
性

.の

同

情

；；心

：
や

：

忌
：：

一
：々

"
：
し

き

：
惡

蟑

^

*

.

質

は

：空
：
氣

や

氣

候
0
勢
カ 

.に
拘

.は
*ら

*

^
.に
何
處
に
も
發
見
し
得

& 
.る

A

 
-で

あ

ぅ
」；.

ま
で
斷
；
H
し
て
居
る
の
で
あ
る
、
 

r

し
て
斯
ィ
の
如

」

ぎ
/思
想
：は
：佛
：國
に
於
て
此

'
.の
當
時

4

シ
テ
メ

:.
^

ュ：
ゥ
，の
感

ft
力
に
依
つ
で 

大

に

：行

':は

れ

つ
 

'

、
あ
っ
た
環
境
論
の
主
趣

.
i
は
全
然
反
對

_

あ
々
た

0

で
あ
る
が
、此
の
環
境 

輪
は

0

國
に
は

^

に
行
は

.れ

.た
る
も

^
,國
に
で
は

1

/^
iH
M

s

.は
大
に
嫌
.は
れ
た
の
で
あ
つ 

.て
、而
か
も
ス
ミ
ス
は
之

「

を
嫌
：つ
た
：中
の

^
入

な

れ

；：ば

彼̂
斯

：
る.反

對

：.派

0
皐
說
に

.感
從
さ
る

. 

、

替

は

決
.し
て
之
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

'
:
'殊：.に
«|
:
會
の
純
織
產
植
，唯

/2
虫
地
.ょ
リ
生
中
る 

も

0

沿

あ

る

、
自

然

の

，働

き

、の

' 
み
に
歸
す
る
も
の
で
あ
つ
て
人
間

CD
'働
：ば、曾
て
之
に
與
か
ら
な 

い
と
云
へ
る
が

.：如
き
學
說
な
，

r

は
ス
ミ
ス
の
哲
學
の
极
本
患
想

.に
ッ
反
，，.

す
る
も
の
な
れ
ぼ
、教
し

此
.
の
土

11
ち
に

「

自
然

0
助
カ
を
得
ざ
る
人
間
は
全
然

.不
準
產
的

,

め
る

」
i

s
ふ
反
對

M

0
極 

端
な
る
主
張
を
加
；へ
て
、推
斷
す
る
士
き
は
，ス

三
：

ス
の
思
想
に
合
致
せ
ざ
る
他
®
多
ぐ
の
學
說 

が
、佛
國

‘に
流
行
の
環
境
說
に
感
化
さ
れ
て

 

'當
國
論
に

'現
：は

.れ
た

.なV

 

\
は
，
興

々

想

像

し

，得

ら 

れ
‘な

い

..こ
 

i 
で
あ
る

』

云
々
 i

J
M

 

て

(English: 

t
h
o
u
g
h
t
l
-
H
o
M
x
i
j
H

| 

頁
參
照

)
ノ 

ィ
ズ
ィ 

ォ
ク
ラ
ッ
ト
の
學
說
が
ス
，ミ
ス
に
及
ぼ
し
允
る
勢

为
：：

の」

多
大

(

な
ら
ざ
る
こ

i

を
立
證
せ
ん
土 

M

み
’居
る
本

^

は
楚

;?
>
亦
パ
ー
グ
シ
の
誤
解
時
あ
る

i
信
.す

.̂
の
で
あ
る
。

メ
テ
ン
は
フ
ィ

.
ス
-ィ■

ォ
ク

5

フ
ッ
ト
就
中
ヶ
ネ

|

:-
0
學
說
を
以
て
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ゥ
一
派
の 

環

*

說
.I:
A

み
L 

,
^
1
_

氣
食
物
氣

'

^̂1
C

货
除

0
.漱
況

' に
.
依

.つ
て

A

ii
l
]
0
.
*
資
.が
陶
冶
形

.

.成

.せ

. 

らる、もの、如く生張したるものたる光、
余め知

^
所
：身
は
ヶ
本

I

は
決
ル
て 

r

く
の
勿
き
環

«

論
を
靡

.へ
■た7)

る
も

.
0「

.に
'あ
，ら

-ず
、彼
綠
：

»
:の
’
.著

作

て

Loi Physique, 

L
o

f

 

r

a

A.VW

及

語

を

：使

用

し

、
て
、
物

理

的

法

則

.
4道
.徳
：_的

法

：则

ミ̂

剛

係

を

，
論

述

，
し
へ
又

：?d
r
e

 

M
i
l

.

の
：：：T

i
r
e
「p
h
y
s
i
q
u
e
:

に
適
合
せ
：ね
：ば
な

&

な
い
に
と
食
旖
：
'調
.し

^
自
然
法
の
基

.礎
：,
念 

を
說
明
し
、有
象
界

Q

物
^

的
法
則
の
違
反
が
無
象
界

9
道
：徳

-的

法

：
則
：
0
破
壊
を
意
味
す
名
こ 

;i
を
極
力
生
張
し
居
る

乙

-:
<
!
:
.
试
事
實
な
る
も

^
. 

V 

^
ン；出
版

.全

.*-
£

$
九

孩

以

，
下

參

照

)

；

れ

雜

二

十

卷(

六
九
九

)

夕
ネ
i

x

t
ス
ミ
ス
 

第
^
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第
六
號
 

1
0

は
モ
ン

'テ
ス
キ

k

ク
の
環

*

論
：
士

：は

全

然*

の
.立
脚
：地
：を
異

.に
，
0,
、人
間
の

®

的
環
境

(

食
物
や
氣
候

!«
w)

:l
^

依
つ
て
形
成
せ
ら
，る

s
 
i

0

ぶ
の
意
味
に
あ
ら

す

し
て
、人
間
は

.

. 

<

C

0
萬
：物

-

aj 

.同

.じ
く
何
；

^
.の
■場
所
何
れ
の

II
J
*代

に

-t
>普
遍
不
易
な
る
天
，

®

のprop ti6t6s essence 

を
有
：し
、此
の
本
質
を
完
成
す
る
，が
爲
め
に
造
：物
者
は
特
に
人
間
に
賦
巢
す
る
に
理
智
を
以
て 

し
た
の

.で
あ
る
、故
に
人
脑

U
此

權

..に
依

.
つ

七

，
：自

：
德

，
法

：
を

遵

辱

す

第

.0
»

を
知
ら
ね
ば
な 

4

な
い

.
i云
ふ
こ

i

に
.歸
着
す
る
の
で
あ
る

‘彼
が
所
謂

;̂
㈱

«

的

0
法
猢
费
く
は
物
理
的
の 

•秩
序
な
る
も
の
は
造
物
主
の
定
め
ち
れ
た
る
木
易
办
法
則
で
あ

'0
て、̂
間
は
義
務
士
し
て
之 

に
顺

i

し
主

I

だ
け
の
事
で
あ
る
、ミ

ス
《

ッ
ク

'き

W

が>

 

ン>

ス
キ
ュ
ク
の
後
に 

其
の
說
を
繼
承
し

.て
、
例

：
へ

ば

熟®

國
の
人
間

«

天
變
地
：異
其
他
串
然
の
沘
嚴
な
る
威
力
に

打 

勝
つ
こ
士
能
は
す
し
て
，自
ら
速
信
に
富
み
、想
像
力

(I3agina.ion)

を
逞
し
ふ
す
る
の
'傾
向
あ
る 

も
、温

.帶
荇
ぐ
は
寒
帶
國

.の
人
間
は
人
力
を
以
て
自
然
を

.征
服
し
、想

.像
力
，ょ
り
は
.寧
ろ
理
解
力 

(under?tadd*;ng>:

を
働
ま
す
の
氣
風
を
生
す
る
の

0

あ
る

i 
0

じ
て

g

る
機
な
る

®

境
論

4

は
、
 

全
然
其
の
性
質
を
異
に
し
て

.居
る
こ
士
は
ケ
ネ

I

の
著
作
を

|

讀
す
れ
ば
自
ら
明

&

で
あ
る
。
 

■
ヶ
ネ

!

は

@ 

^
法
論
第
三
節
，の
末
文
に
於
て
、各
人
：は

»

て
自
分
の

®:
か
れ
し
境
遇

.に
靡
じ
、

卜

!

!
■j1

I
I

自
分
自
身
を
も
又
他
人
を
も
，磐
し
な
い
と
云
；ふ
條
件

0
下

に

：夫

賦

：
の
：
能

カ

：
を

.姐
用
す
る
の
，自 

然
權
を
有
す
る
と
云
ふ
こ

i

を
：辨
明
し
居
る
も
、こ
れ

i

T
も
.
‘モx

テ
、
ス：キ
ユ
ゥ

1

派
の
攛
迪 

論

i

は
全
ぐ
沒
交
渉
で
あ

-つ
て
、彼
れ
は
何
ぐ
に
も
モ
：ン
ー
グ
ス
キ
ュ

'
ゥ

1

派
の
意
見
を
採
用
し 

て
居
る
；ょ
ぅ
な
形
跡
は
晃
へ
な
い
の
で
あ
る
。
ヶ
ネ

I

の
.典

Q
V
©

に
於
け
る
根
本
思
想
は

*
 

ろ
突
那
流
儀
の
天
入

—

に
近
く
し
て
、人
事
の
變
衫
天

U
感
通
じ
、人
君
^
其
の
棒
を
失
す 

れ
ば
日
月
蝕
し
、

^

#

_
の
職
を
曠
く
す
れ
ば
凶
荒
臻
る

I

 

>

云
ー
：
つ

な

機

な

*

應

_

で
.
あ

っ
 

て、モ
ン

X

ス
キ
チ
ゥ
や

 

> 
ッ
ク
ル
等
の
如
き
環
導
論

で

U

か
っ
た
乙
と
は
明
白
で
あ

’る，ヶ
ネ 

f

の
.此
の

»

に
.於
け
る
所
論
は
自
然
法

Q
思
想
に

*

け
る

.純
平
た
る
柚
：#
:
的
の
斷
楚
に
外
な 

ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、パ歡
ン
が
袞
へ
る
如
ぐ
ラ
ン
テ
ス

ギ

^
贫
0

勢
力
に
因
つ
て
#
國
に 

流
行
し
た
る

■環
*

說
‘は
.
ヶ
ネ

1

0
思
想

i 

«
.i
H

反
對
な
れ
ば
：，空
氣
、食
物
，氣
候
等
が
人
間
の
本 

然
の
氣
質
を
變
化
せ
し
む

‘
 
士
云
つ
た
な

£
.ヶ
ン
ネ
ー
は
確
が
に
ヒ

^

グ
ム

i

與
に
、杏
そ
れ
ょ 

々

;i
>i

層
熱
心
に
反
對
し
た
で
あ
ら
ぅ

1恣
を
；要
す
る

(̂
パ一グン；較

#

の
，
問

題

に»]
す

る

評

論
 

は
モ
ン
テ
ス
キ

,
ク
一
派
士
ス
ご
、、
ス
の
關
係
に
就
て

.
は
或
は
痛

«]
に、當
嵌
る
べ
き

.も
'フ
ィ
ズ 

ィ
ォ
ク
ラ
ッ
ト
殊
に
ケ
ネ
ー
に
對
じ
て
は
見
當
外
れ
の
評
論
で
あ

^

て、
^
ミ
ス
が
環
境
論
：

な̂
.

第
二
十
卷
パ
七0
1)

：

ケネーミ

■アダム
® 

■スミ■ス
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六
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第ij

十
卷
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(

七
0
1ー> 

ケネ兔？

/
ア
ダ
<
‘
ス
ミ
ス 

' 

第六跋
 

一
ニ

V」

に
耳
傾
け
ず
、

*

間
_の
：天
賦
：の
：本
.能
を
出
發
點
古
し
で
、知
直
：線

.1:
;
進
ん
だ
も
の

.
i
す
れ
ば

(V

 

_グ
ン
の
評
の
如
く

)

其
の

«

は

.1
£.し
く
ヶ
本
丨
の
稞
本
也
想
に
：合
敏
す
名

«)
で
あ
る
、ス
、、、
ス
が 

自
然
法
學
激
ふ
し
て
如
何
な
る
地
位
を
：

.占
'む
名
が
へ
峰
今
日

.猶
ほ
麵
問
に

1
.す

る

も
-®
が
世
上 

に
&

然
法
論

.激
と
し
で
認
.め
ら
る
、
程

.の
色
彩
を

W

し
で
居
つ
た
の
に
は
フ
ィ
ズ
ィ
オ
夕
：？
ッ
 

ト
'*
の
：
感

化

、
力

が

典

：
.
.
s

i

て
力
な
か
つ
た
と
は

-:
:
槪
は
斷
定
す
.る
こ

i
f/
g

は
ぎ
る
が
如
し
？

ノ
ス
ミ
ス

0
經

»
學
說

0

缺
點
は
彼
自
身
の
，當
，時
に
於
て
最

.も進
：：

步
發
達
し
居
た
る
英
國
の 

0
0 
m

會
を
對
象
ふ
な

(>
'
、同國
ギ
永
久
的

0;
模
皰
經
濟
國
士
し
て
抽
象
的
に
立
論
し
た
こ

i 

で
.あ
る
と
.沄
ふ
こ
ふ

が
、

一
般
の
通
說
で
あ
つ
で
、彼
は

.
@身
が
眼
前
に
目
離
し
て
居
る

.英
國
.の
 

經
濟
制
度
も
唯
た
其

0

時
.街
：に
順
靡
す
る
經
：隹
的

0.
.

i

階
に
過

^

な
い
と
去
ふ
こ
々
に
氣

，
. 

付
か
な
か
つ
た
の
で
あ

.る、故
に
彼
は
人
間
社
會
の
瑰
象
は
闕
言

.る
#

說

|:
;
就
い
て
往
々
陷

b 

葛
き
大
失
錯
の
：一
つ
を
胷
し
た
の
で
あ
る
、即
ち
英
國
の
產
業
界

.に
於
て

N

擊
せ
る
經

»

制
‘;1 

.
が
恰
も
永
久
的
模
範
で
あ
る
か
の
如
ぐ
風
ゆ
る
に
依

り
、

其
の
必
然
の
結
乘
總
て
の
輝

■

制

 ̂

を
.靜
‘態
的
の
も
の
士
し
て
取
扱
ふ
に
至
つ
た
の
で
あ
る

L
J論
す
る

.者
あ
る
も

(
A. 

v

<

Small 

の
6
品
1
& of sociology

.
七
四
〇

H
.及

1

四

I

1
參

1-
余
を
以
て
之

^

見
れ
ば
斯

^

の
：如
き
論

斷
は
原
因
と
結
版
ど
を
觸
倒
し
た
る
論
法
で
あ
つ
，て

-
,

K

三

ス
は

®

に
普

'遍
.：不
易
な
る

0

然
法 

の
存

ff
i

を
前
足
し
、あ
ら
ゆ
る
經
濟
半
の
现
象
は
谭
韌
の
泐
か
ざ
る
自
然
法
の

«;
き
に
歸
阁
す 

る
も
の
、
如
く
思
惟
し
居
た
る
が
故
に
、佛
國
ょ
ゲ
歸
國
の
後
英
刷
、

0.
經
濟
狀
態
を
詳
‘か
じ
觀 

察
す
る
以
前
ょ
へ
彼
の

.頭
は
自
然
法
の
信
.條
に
依
つ
で
固
め
ら
れ
經
濟
制
度
を
の
物
は
必
然 

g

にS
t
a
t
k

の
も
の
で
，あ
る
と
考
へ
て
居
つ
た
の
で
あ

&

ぅ
、英

_ 

g

M濟
制
啟
を
見
誤
つ
て
永 

久
的
の
も
の
士
思
惟
し
た
な
を
以
て
總
て
他
の
經

_

制
度
を
靜
勝
的
の
も
の
士
し
て
取
®
つ
 

た
の
：で
は

’
な
ぐ
、S

然
：法
ょ
り
割
出
し
て
總
で
の
經
濟

«

度
は
靜
璐
的
の
も
の

i
思
惟
し
居
た 

る%

故

に
英
國

0
經
濟
制

®

を
永
久
的

0,
も
の

1°:
見
誤
つ
た
の
で
あ

&

ぅ
、例
へ
ば
茲
に
人
あ 

汽
車
に
乘
つ
た
が
爲
め
に
大
阪
へ
行
つ
た
の
で
は
な
く
、

*

阪

.へ
行

-ん
が
爲
め
に
汽
苹
を

® 

ん
だ
の
で
あ
る
、目
前
に
利
刀
が
あ
つ
た
が
故
に
人
を
殺
し
た
の
で
は
な
く
、人
を
殺
さ
ん
.が
爲 

め
に
利
刀
を
用
ひ
、た
の
七
あ
今
.ス
モ
！
ル
の
言
の
如

C
、ス
ミ

k
一
は
英
國
の
經
濟
制
度
を
其 

の
時
代

に

«

靡
す
る
經
過
的
の
も
の

ふ

思
.は
な
か
つ
た
へ
夫
れ
：故
に

(

。。皆

q

霞

S

彼
は
總

T.
0 

經
濟
制
度
を
必
然
に

g

 

■
的
の
も
の
も
し
て
取
：扱

.

.つ
た
の
で
あ
る
：
i云

；：

へ
_

是
：れ
«
苹
に
乘 

つ
た
が
爲

•め
に
太
阪
へ
行
き
、利
刀
を
觅
ね
が
故
に
人
を
殺
し
一
た
の
，で
あ
る

i

云
ふ
の
論
法
に

.
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第
六
號 

ー闼

し
イ
、其
の

.人
の
行
驗
は
洵
に
無
意
義

0
行
動
で
あ
る
、パ

7-V

が「

f

、>
ス
“

モ
ラ
リ
ス
ト

よ

P 

H 

コ 

ノ 

ミ
ス
ト
に
變
化
し
た

の

は
偶
然

(

ff
i
e bf

c
a
m
e

 

arT economist 

b
y

 accident, 

not b
y

 design)

で
 

あ
る
と
云
へ
る
は
、此の
意
味
で
あ
る
や
否
は
知
ら
ざ
る
も

*兎
に
角
余
は
失
張
り
從
來
，の
通
說 

の
如
ぐ
、ス
ミ
ス
の
經
濟
思
想
は
フ

4

ズ 

' ォ
ク
ラ

夕

ト

に
負
ふ
所
多
大
な
り
と
惙
少
る
者
で

办

る
。
'；
,

.

ス
ミ
ス
の
當
國
論
に
現
は

_れ
だ
る
意
免
の

3*
1
要
な
る
大
，部
分
が
フ
ィ
ズ
ィ
ォ
ク
ラ
ッ
ト
の 

學
說
に
基
く

 

i
云
つ
た
ら
、或
は
聊
か
不
穏
の
威
な
き
に
あ

6 

V
C
、る
ベ

し
，ス
ミ
ス
學
派
の
‘最
も 

有
力
な
る
紹
述
者
ジ
ャ

X
.

バ
チ
ス
ト
•セ
ー
は
佛
國
人
士
し
で
大
に
ヶ
ネ
ー
の
勢
力
を
誇
示
す 

ベ
き
地
位
に
あ
り
な
が
ら
其
の
ス

ミ
ス

に
及
ぼ
し
た
る
勢
力
を
餘

b
重
大
な
り
ふ
も
認

め

て
 

居
ら
弋
又
當
國
論
の
古
き
出
版
者
の

1

人

i

し
て
著
名

'な
る

‘

—K

レ
丨
フ
，
ャ
の
如

き
は

猶

81 

ら
：
1
層
冷
淡
に
此

0 :
問
題

.を
耽

&
扱
つ
て
、フ

"
ズィオクラットの貢

_

の
大
な
ら
ざ
，

C
V

し 

こ
士
を
信
じ
て
居
た
る
の
み
な
ら
す
、其
の
他
の
大
家
中
に
も
往
々
，埤
等
の
人
々
ふ
其
の
所
觅 

を
同
ふ
す
る
者
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、

g

が
も
前
に
述
ベ
た
如
ぐ
ス
.ミ
ス
へ
自
ら
富
國
論
に
於
て 

「

グ
ネ
ー
の

.說
は
經
濟
學
說
中

»

も
眞

.理

.に
近
き
も

0

で
ぁ
る

」
と
»

»
し
、又
其
の
霧
..國
緣
を
ケ

ネ
ー
に
捧
げ
ん
士
し
た
る
が
如
き
事
實
に
徵
す
れ
ば
、ス
,、、ス
が
斯
ぐ
の
如
く
推
服
し
居
た
る 

先
衆
の
著
作
芯
く
は
馨
咳
に
接

o

て
多
大
の
ヒ
ン
ト
を
與

'
へ
ら
れ
た
る
こ
丨
は
推
測
に
_
か 

ら
な
い
で
あ
ら
ぅ
、勿
論
富
國
論
中
の
根
本
祖
想
が
多
ぐ
ヶ
ネ
ー
の
學

fA
に：符
合
す
る

©

あ

h
, 

i

て、直
ち
に
そ
れ
を
以
て
兩
說
の
因
果

|«
係
を
斷

/I
*
す
る
こ
ふ

®

は
.ざ

る
は
闽
よ
り
論
を
待 

ざ
る
も
、富
國
論
を

«

成
す
る
骨
組
は
主
}
し
て
フ
ィ
ズ
ィ
オ
ク
ラ
ッ
ト
に
負
ふ
所
多
か
ぅ
し 

こ
i

は
蔽
ふ
可
ら
ざ
る

*

實
で
あ
る
，ジー
ド
が

「

ス
ミ
ス
の
邮
國
遊
歷
以
前
に
於
け
る
經
濟
學 

說

ト

'
見

る

に

足

る

 

'ベぎ

♦ダ
ラ
ス
ゴ

I

,
義
錄
に
於
て
は
；、彼

.は：生
摩
の
科
目
の
外
に
は
殆

r 

M 

等
の
問
題
に
も
觸
れ
て
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、佛阈
ン
よ

!)
歸
國

の

後

に

現
.は
れ
た
る
富
國
論 

に
ほ
分
配
の
科
目

'に
fc
大
な
る
位
地
を
與
ふ
る
に

0

れ
る
こ

VJ」

を
指
摘
し

.

P
、

此
の
發
達
の
理 

山
は

.

ス
'
 

ミ
ス

が
佛
國
に
於
て

H
a
b
l
e
a
u

ルco
n
o
m
l
q
u
e

を
熟

.讀
し
、純
生
產
物
の
說
を
吹
込
ま
れ
た 

結

*

で
あ
る

^
;推
足

■す
る
よ
り
外
な
し

i

云
つ
て
居
る

の

は 
一

Gide 

and 

R
LSt.

共
著
經
濟
學
說

' 

处
光
五
莨

)

少
し
ぐ
想
像
に
過
ぐ
る
な
さ
か

i

思
は
る
、
も
ヶ
ネ
ー
の
感
化
力

%

ス
ミ

ス
に
及 

V

る
こ
と
の
可

^

い
大
な
る
，ベ

き

は
少
數
な
る
詭
辨
家

Q

外
何
人
も
疑
は
ざ
る
所
で
あ

ら

5
0 

.
ヶ
ネ

I

の
論
法
は

#

種
の
形
式
に
依
つ
て
言
ひ

®

は
さ
れ
•深
遠
に
し
て
抓
か
も
極
め
て
祓

笫ニ十
，

餘

(

七0
:
4
)
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+
丨
V
T
•
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ケ
4

ア％ム

<
スミ
？
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S
ハ映 

一六

雛
な
る
議
論
じ
で
が
、僅：

ダ

数
行
の

.短
文

.韋
を
以

冗

W

寧
に
叙

*

®
る
0
♦か、彼
の
特
徴
と
す
る 

所

で
あ
つ
て
、夫
の
布
名
な
る
，經
濟
表
は
•

ふ
ま

_

も

な
.七

*

®
他
：重

'
.太
な
：る

0
0 
¥

11
を
含

. 

有
す
る
大
論
文
は
多

t
は

®

支
那
流
儀
の
格
言

'若
ぐ
は

.表
の
中
に

®

約
せ
ら
れ
、輕
々
に
看
過 

.す
る

i

き
は
殆
ん

‘
ざ
何

0
息
'味

«'
,か
分
ら
な
：い
こ

i

が
屢
々
あ

&

て
、母
は
後

®

我

々
の
；服
上 

h
y
.之を
視
れ
ば
、グ
ネ

—
一
流
の
：著

.作

0

一
 

大
觖
：點
な
る
べ

.し
と
思
は
ダ
も
、

^

理
の
硏
究
に
沒 

顧
す
る

#-
が、忍

«

力
を
翁
舞
し
て
詳
か

P

之
を
檢
討
す
る
士
き
は

*彼
等
の
極
め

.
て
筒

m

なる 

語
言
の
中
に
、ス
ミ
ス
，
以
降

近

世
の
：經
濟
學
渚
が

M

千
萬
言

.を

«

や

.̂
て

输

述

し

た

る

^

_

翁 

の
種
子
を
兄
出
す
こ

i
決
し
て
少
な
ぐ
な

S

で
.あ
ら
ぅ
、例
へ
ば

.
f
フ
.'V

声
!

ル
> 
エ
.
.

n 

ノ
ミ
ス 

ト

Q
經
濟
學
を
襁
成
す
る
當
の
四
分
科
、即
ち
注
淹
、分

_

交

^
、消
搂
：の
吗
科
：目
に
分
類
す
す
蚤
の

. 

慣例はフィズィネクラットの三分類

(

生
新

’分
配
、消

S

に
»

き
た
も
の
な
る
ベ
，く
：横
値
を 

實

用

檟

値
と

交

換

價

値

i

の
ニ
つ
に
分
け
た
の
は
ア

y

ス
ト
ウ
卜
レ
ス
以
來
の
こ
士
で
あ
つ 

て、必
ず
し
も
フ
ィ
ズ

I
オ
.ク
ラ
，ッ
ト
の

»

姐

2

は
云
ひ
得
べ
か
ら
ざ
る
も

*比
®
的
精
確
に
之 

を

a

別
し
て

.檟
値

0
硏
究
に
科

^

的
の
形

^

を
提
供
し
た
も
の
は
、彼
等
で
あ
る
、消
毁
を
ー

.
|つ
，
 

に

分

け

て

：，
犯

產

的

消

费

占

，
不

生

®

的
消
戥
に

^

別
別
す
る
こ
士
も
、彼

#
 y

 

K
.
.
O
.
T 

f

に：高

_
_サ
，

が
れへ

/2
こ
i

は
言
を
待
だ
、な
い
の
で
あ

' る
、富
の
御
念
を
有
形

#

に
限
办
，其
の
要
#
士
し
て
交 

換
性

‘-(Exchsgeability) 

0
,缺
ぐ
可
、

b
ざ
る

Z-
i.
を
主
眼
し
始
め
た
の
も
彼
等
で
あ

る

#.
易
釣 

衡
說
に
關
す

.る

.：マ

.

I
力
ン

7-
リ
.ス
.ト
の
誤
謬
を
撕
笊
し

#

外
M

M
の
性
質
：は
員
買
双
方
共
に 

»
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ

i

を
最
先
じ

■

明
し
だ
る
も
の
は

」

#

等
で
あ
っ
た
の
で
あ

6
.
0 

•て
是
等

.の
如
き
學
說

CD
大
部
分

^'g

ね
皆
彼
等

0

所
諭
中
に
散
：見
す
る
こ
と
を
雜
か
に
看
察 

し
、且
ウ
典
の
上
に

.加
'ふ
る
じ
身
體
の
自
由

®.
論
の
自
由
，商
業
貿
易

の

自
由
、自
曲
競
.爭
、自

.如
放 

ff
i

主

義

，
を

以

で

經

濟

政

策
^;
極
意

i

す
：V

ぎ

一」

i

を
高

‘調
し
^

:

る
が
如
き
事
實
を
綜
合
し
て 

結
論
ず

'れ
ば
、ス
ミ
一
ス
の
，當
國
論

0
<骨
'子
'と
^

む
べ
き

_重
.
_
.の
學

.說

^
、大_
膂
フ
ィ
ズ
ィ
ネ
ク 

ラ
ッ
ト
の
學
說
に
於

T
其
の
種
子
を
見
出
し
得

4'
.る

、が
如
し
、ス
ミ
ス
の
引
用
す
る
歷
史
上 

の
事
實
及
其

0.
當
時
に
於
げ
る
英
國
の
經
濟
狀

0

な
ギ
は
、勿
論
彼
が
卿
國
ょ
り
歸
國
の
後
十 

歡
年
間
に
自
ら
萆
集
し
た
な
も
の

-:

f

ベ
き

A

0

が
腦
裏
に
蘊

#

せ
る

5f
e
_
主
張
の
大
要
は 

ダィ父ィ：オクラットに淵源す

1る
々
云
ふ
も

*過
：
.言はなからぅ

i

思
は
る

ド

.

\

•■

..ス

三

ズ
•かフィ

.X

攻オクラットの意

'見
に
疋
反
對
で
あ
；つ
た

▲

云
：は
れ
て
居
る
最
も
'主 

0

の
點

'は
、後
者
が
農
業
の
み
を
以
で
生
產
事
業
，で
あ
る

i

し
、
®

X
業
，は
生
.產
物
に
對
し
て
何
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